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【英語弁論大会】 ご存知のように、本校はコミュニティスクー

８月２９日（水）伊達ふるさと会館において開 ルとして４年目を迎えています。今回は「コミ

催された伊達地区英語弁論大会で、創作の部、暗 ュニティ・スクールとは何なのか」をご紹介し

唱の部、スキットの部で三冠達成です。最高のス たいと思います。

タートダッシュを切ることができました。三冠達 コミュニティ・スクールとは、学校運営協議

成したことは快挙ですが、本校からの参加者全員 会制度を導入した学校のことで、「学校と地域が

が夏休み返上で精一杯練習し、最後まで全力を尽 連携・協働により『地域でどのような子どもた

くしたその姿に感動しました。創作の部、暗唱の ちを育てていくのか』『何を実現していくのか』

部は県大会に出場し（写真）、伊達地区の代表と という目標やビジョンを共有して、『地域ととも

して堂々と発表してきました。 にある学校』への転換を図り、地域と一体とな

って特色ある学校づくりを進めていくこと」（下

図）を目指しています。学校運営協議会には地

域住民等が学校運営に権限をもって参画し、学

校運営の根幹となる「教育課程」等について学

校と対等の立場で協議することができます。
鈴木花菜さん 鈴木咲千さん

全国で授業補助、見守り、放課後子ども教室
Try Something New The Fall of Freddie the Leaf

など、地域と学校の連携、協力体制が構築され、

【県北地区中体連駅伝競走大会】 保護者や地域住民が学校の取組や子どもたちに

９月５日（水）台風一過の晴天の下、同大会が 直接関わる機会が増えました。だからこそ重要

開催されました。何かと酷暑が話題となった今年 なのが、学校・家庭・地域で情報及び課題・目

の夏でしたが、本校特設駅伝部は練習を重ねるご 標・ビジョンの共有を確実に行うことです。共

とにタイムを伸ばし、「練習は裏切らないこと」 有が十分でないと、一方が他方に「お願い」を

を走りで証明しました。結果は男子が１３位、女 し、その見返りを求めるような関係になってし

子が２１位でした。たくさんの保護者の皆様にご まいます。

声援をいただき、心より感謝申し上げます。 校長としては、生徒に「生き抜く力」が身に

付き、職員の負担過重にならないコミュニティ

・スクールの在り方を模索しているところです。

９月２５日（火）２６日（水）は、支部中体連

新人総合大会です。すでに組合せ抽選会が行われ、

日々の部活動に一層力が入ってきました。選手壮

行会を２１日（金）に行い、万全の体制で本番を

迎えたいと思います。本日付けで案内文書を配付

しました。スタートダッシュの勢いをそのまま新

人戦につなげたいと思いますので、保護者の皆様、

地域の皆様、今回もご声援をよろしくお願いしま

す。詳細は、各部からの連絡、またはＨＰでご確

認ください。

自ら進んで学習する生徒

すなおで豊かな心を持つ生徒

責任ある行動をとる生徒

健康安全に心がける生徒

２学期のスタートダッシュ！

伊達支部中体連新人大会に向けて

コミュニティ・スクールとは？



新聞やテレビニュースで報道されたとおり、

今の２年生が受験するときから福島県の県立高

校入試制度が大きく変わります。現行制度では、

２回（Ⅰ期、Ⅱ期）受験できましたが、統合し

て１回（前期選抜）となり、全員に学力検査が

課されることになりました。出願は、特色（自

己推薦型）と一般（学力重視型）に分かれてい

ます。受験生が３月までしっかりと学習に取り

組み、４月からの高校生活へ円滑に進んでいけ

るようにするためです。日程を【図①】、制度の

導入すると、上記のような職場体験が考えられ 概要を【図②】に示しましたので、ご確認くだ

ます。（「文科省リーフ」より） さい。（図は「福島民報」より）

期待できる効果としては…

※ １０月１０日（水）は、コミュニティ・スクール（Ｃ

Ｓ）委員会が本校で開催されます。５校時の授業参観

後に熟議が行われます。

９月後半の主な予定 １０月前半の主な予定

日付 曜日 行 事 日付 曜日 行 事

１８ 火 ６校時道徳 英検対策講座 １ 月 部活なし

１９ 水 ６校時火の６ ２ 火 ２学期中間テスト 部活なし

２０ 木 生徒会役員選挙 ３ 水 ２学期中間テスト②

２３ 日 義経まつり ４ 木 いじめ熟議（５，６校時）

２５ 火 中体連新人総合大会（～２６） 英検対策講座

２７ 木 部活動なし ５ 金 英語検定

２８ 金 部活動なし １０ 水 CS委員会
３０ 日 下水道フォーラム １１ 木 柏葉祭準備（～１９）

※ １０月より部活動終了時刻１８：００

２０２０年度県立高校入試制度についてコミュニティ・スクールを導入すると…

保護者・地域住民等も「子どもたちの教育の当事者」

となり、責任をもって積極的に子どもの教育に携わ

ることができる。

保護者・地域住民等にとって学校運営や教育活動へ

の参画は、「自己有用感や生きがい」につながりま

す。さらに、子どもたちの学びや体験が充実します。

保護者や地域住民等と学校が、「顔が見える関係」

となり、保護者や地域住民等の理解と協力を得た学

校運営が実現します。

地域の課題解決に向けた取組や大規模災害時の緊急

対応に、「学校と地域が一体となって取り組むこと」

ができます。


